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労働組合は健全な組織のカウンター・パートナー

自治労県職労は働きがいのある職場と環境づくりを確立します！

組合がなければ県庁改革は進まない！賃金・労働条件は守れない！自治労県職労に加入を！
組合がなければ、県庁改革は進まない

私たち自治労県職労は、賃金・労働条件の改善とともに、「仕事のやりがい」も重要な課題のひとつであると位置づけています。県民に感謝される仕事ができることは、職員にとって大変充実した人生を送れることになります。「仕事のやりがい」を求め続け、常に県庁を変革し、未来を切り開いていきたいと考えています。

現在当局が「県庁改革」と称して行っているのは、単なる人員削減と機関の縮小、人事制度改革等の県民サービスに関係ない内部管理の拡大です。一方で、前例踏襲的な仕事の見直しには極めて消極的です。

自治労県職労は、内部管理事務の削減のために、これまでも、「予算権限の部局への委譲」や「人事制度の見直し」を提言し、不十分な点も多々ありますが、実現させてきました。職員組合だからこそ、本当に「ムダ」なところがわかるし、改善のための方策を提示することができるのです。

組合がなければ賃金・労働条件は守れない

当局は、人事院勧告、県人事委員会勧告を理由に、昨年10月、「50歳台後半層の昇給・昇格抑制」を提案しました。このマイナス提案は、当事者だけでなく、将来的には、現在の若年層の生涯賃金にも大きな影響を及ぼします。

労使交渉では、度重なる賃金削減等によって、職員の厳しい生活実態やモチベーションが危機的な状況であることを訴え、提案の撤回を強く求めました。

労使交渉の結果、「50歳台後半層の昇給・昇格抑制」については、今期の導入を押し返しました。また、「子の看護休暇」の取得日数の改善、リハビリ勤務中の傷害保険加入、育児休業に係る退職手当の除算率の改善、臨時的任用職員の賃金改善といった成果をあげることができました。
　労働組合がなければ、労働条件の改悪を阻止することはできません。常勤職員だけでなく、臨任や非常勤職員の賃金・休暇制度の改善、職員のだれもが安心して仕事に専念できる環境をつくること、それが労働組合の役割なのです。

「働きやすい職場づくり」をめざします
　自治労県職労には、いろいろな相談が寄せられます。たとえば、公用車を使用する土木や県税の現場からは、「使用年数も距離も更新基準以上で、運転していて危険を感じるが、更新してもらえない」などと不安を訴える声が複数寄せられました。労使交渉の場で、「県民や職員の命に係わる問題」として強く訴えたところ、今年度は、相談があった所属を含めて公用車33台が更新されることになりました。
　また、複雑・多様化する業務と少ない人員の中で、メンタルヘルス不全に陥る職員が後を絶ちません。

　これに対して、組合は産業医の配置やメンタル研修、相談窓口の拡充を実現させ、新年度から、リハビリ勤務者の傷害保険の加入が決まりました。

自治労県職労は、臨任・非常勤職員を守ります
　自治労県職労は、常勤職員だけでなく臨時的任用職員、非常勤職員のみなさんも加入しています。

毎年、自治労県職労の要求として、臨任・非常勤職員の雇用、賃金労働条件の改善に向けた取組みを行い、休暇制度の改善や健康診断の充実といった成果をあげています。
☆自治労県職労への加入を呼びかけます☆
県庁だけでなく、どんな組織にも、対峙する批判（するだけでなく解決策を提示する）勢力がなければ健全な組織とは言えません。

　私たち自治労県職労は「仕事にゆとりとやりがいを！県庁に市民社会の風を！」をスローガンに、提案型の労働運動を志向しています。
働きがいのある県職場とするため、いきいきと働き、健康な生活を送るために、新採用職員のみなさん、組合に未加入のみなさん、自治労県職労へ加入されるよう呼びかけます。

働く者の助け合い～福祉事業も活用ください

　自治労県職労に加入いただいたみなさんには、自治労団体生命共済・マイカー共済、グループ保険等をご利用いただけるだけでなく、結婚をはじめとした慶弔金や勤続15、25年表彰にともなう自治労県職労独自のリフレッシュ休暇取得奨励金（2、3万円）、出産給付金（1万円）の給付対象となります。また、個人で加入された民間保険の団体扱（通常年間1か月分程度割安）の取り扱いもしています。各種保険につきましては、ご連絡いただければ、必要なパンフレット等をお届けします。

組合費は？

　組合費は、給料月額×1.2％＋300円（共済基本型掛金）で上限額3,400円です。臨任・非常勤職員の方は、500円＋300円（共済基本型掛金）です。
◎加入方法等のお問合せはお気軽に、組合事務所まで
グループ保険のご案内
保険期間：2014年4月1日～2015年3月末日（年更新）
グループ保険（加入時期：随時）
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）

・保障内容⇒万一の不幸（死亡・高度障害）があった場合、一時金と遺族年金を支給。

・保障金額（本人）⇒死亡・高度障害：150万円～約2,510万円（遺族年金を含む）

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒105円～22,500円（65歳以下）
医療保障保険（加入時期：随時）
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）
・保障内容⇒病気・ケガによる1泊2日以上の入院に対し、入院給付金を支給。

・保障金額（本人）⇒入院日額2,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒483円～7,117円（69歳以下）
医療保障オプション（加入時期：更新時）
（加入対象：組合員本人・配偶者・親）
・保障内容⇒医療保障保険に上乗せして加入することで、入院・手術・介護保険金を給付。

・保障金額（本人）⇒入院日額3,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒310円～3,100円（基本／65歳以下）
三大疾病保険（加入時期：更新時）
（加入対象：組合員本人・配偶者）
・保障内容⇒がん、急性心筋梗塞、脳卒中で所定の状態になった場合等、一時金を給付。

・保障金額（本人）⇒保険金額100万円～500万円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）⇒175円～16,180円（65歳以下）

自治労団体生命のご案内

（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）
☆加入時期：組合新規加入者は随時

☆共済期間：加入時～2014年9月末日（年更新）

☆共済内容⇒万一の不幸（死亡・重度障害）、事故や病気での入院・通院、手術等に対応

☆保障金額（組合員本人）

⇒死亡・重度障害：600万円～5,000万円（不慮の事故等の場合1,200万円～8,000万円）

⇒事故・病気による入院：日額3,000円（成人病による入院の場合＋3,000円）

⇒事故・病気による通院：日額1,500円

⇒手術：3万～12万円

☆共済掛金（組合員本人／年齢・保障内容により異なります）⇒2,900円～18,820円（60歳以下）
※上記に、「医療保障」を上乗せできます。
マイカー共済等のご案内

☆加入時期：随時

○マイカー共済
○公務員賠償責任保険
○火災共済
※詳細については、組合事務所までお問合せください。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































